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 各  位  
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代表社名 代表取締役社長 大黒一豊 

(JASDAQ コード番号 6414) 

問 合 先 企 画 室 長 吉栖正尚 

Ｔ Ｅ Ｌ ( 0 7 7 ) 5 6 3 - 1 1 1 1 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
  

最近の業績動向を踏まえ、平成20年５月23日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいた

します。 

記 

１．平成21年3月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正（平成20年４月１日～平成20年９月30日） 

                                    （金額単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１株当たり

四半期純利益

前回予想（Ａ） 9,100 150 135 60 3円57銭

今回修正（Ｂ） 8,217 19 35 5 30銭

増減額（Ｂ－Ａ） △883 △131 △100 △55 ― 

増 減 率（％） △9.7 △87.3 △74.1 △91.7 ― 

（ご参考） 

前中間期実績 8,021 76 71 21   1円28銭

 

２．修正理由 

   当第２四半期累計期間の売上高につきましては、ボイラ機器本体の受注は、順調に推移しましたが、当初の予

想を上回る空調製品市場環境の悪化により、空調機器本体の受注が計画通りに伸展せず、加えて、改修改造工事・

メンテナンスの大口物件の売上時期ずれ等により、82億17百万円と予想比８億83百万円の減少となる見込み

であります。 

   営業利益につきましては、全社を挙げて費用削減に取組みましたが、資材費高騰等のコストアップ分の価格転

嫁が図れなかったことと、売上高減少等の影響により、19百万円と予想比1億31百万円の減少となる見込みで

あります。 



   上記の理由により、経常利益につきましては、35百万円と予想比1億円の減少、四半期純利益につきましては、

5百万円と予想比55百万円の減少となる見込みであります。 

なお、通期につきましては、ボイラ事業の売上増加、更なるコストダウン及び全社的な諸費用削減等により、

第２四半期累計期間の落ち込み分をカバーし、所期の目標を達成できる見通しであります。従いまして、 通期

の業績予想につきましては、変更はありません。 

 

 ３．予想配当について 

    配当につきましては、前回予想通り１株につき６円を予定しております。 

 

 
  ※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したも

のであり、実際の業績等は、様々な要因により異なる可能性があります。 
 

    以 上 


